
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

遊休畜舎を活用した新規就農者の参入支援：１件

Ｈ25
H26

目標

H24末

（実績）
目標 成果 達成状況

-

0 -

合計 20,062 0

1件 1件 達成

0

畜産農家の減少が進む中、遊休化した畜舎等の有効利活用を図り、畜産業への新規就農者の参入を円滑に進め、生産基盤の確保を図

る。

○畜産部門に就農を希望する者にとって、畜舎の建設と家畜導入は初期の投資が大きく、就農の大きな壁となっている。

○離農した畜産農家の遊休畜舎を有効活用することにより初期投資を抑制し、新規就農者が参入しやすくする環境整備が必要である。

成果目標の達成状況

項目

新規参入支援件数

事業番号 09 04 20 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 畜産振興施設整備事業畜産振興施設整備事業畜産振興施設整備事業畜産振興施設整備事業
担

当

課

部局 農政部

２　自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 実施期間 H22 ～

県が関与

する理由

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（その他）

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

空き畜舎と就農希望者とのマッチングは広域的に行う必要がある。また、国庫補助事業を活用す

る事業のため。強い農業づくり交付金実施要領

課・室 園芸畜産課

総合５か年

計画
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施策の総合的展開

１-３　夢に挑戦する農業

経営資源有効活用対策 直接

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25 H26

（当初） （決算） （当初）

遊休畜舎改修整備補助 補助金 （施設の改修希望無し） 20,000 0 -

遊休畜舎の利活用の促進、情報提供等 62

20,062

合計（A) 10,037 0

0件

25年度25年度25年度25年度 26年度

当初予算 79,150

補正予算 -69,113 -20,062

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

Aの

財源

0 0

概　算

人件費

0.10 0.10

826

10,037 0

0

13 0 0 0

■ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

就農希望者には、引き続き遊休施設の活用を進めるが、平成26年度は、事業要望がないため、実施しない。今後とも、要望が寄せられた

場合に対応していく。

目標に対

する成果

の状況

経営開始時の初期投資を抑えるために、離農する畜産農家の畜舎を利用して、新規参入が図られた。

 概算事業費（B（A）+C） 10,863 0 826 0

0 826

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

10,024 0


